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CITY INFORMATION 市 役 所からのお知らせ

　
地
の
賃
借
や
売
買
の
権
利
移
動

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に

申
請
し
て
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
申
請
が
必
要
な
事
項
は
左
記
に
あ
げ

る
も
の
な
ど
で
す
。

▼
賃
借
権
等
の
解
除
の
届
出

　
（
農
地
法
第
18
条
６
項
）

▼
農
地
と
し
て
の
賃
貸
借
や
売
買

　
（
農
地
法
第
３
条
）

▼
自
己
所
有
農
地
を
転
用
す
る
場
合

　
（
農
地
法
第
４
条
）

▼
売
買
や
賃
借
で
転
用
を
行
う
場
合

　
（
農
地
法
第
５
条
）

▼
農
地
の
賃
貸
借
、
売
買

　
（
利
用
権
設
定
）

※ 

農
業
委
員
会
は
、
毎
月
25
日
（
土
日

祝
日
に
か
か
る
場
合
は
前
後
し
ま

す
。）
に
開
催
さ
れ
、
申
請
の
締
め

切
り
は
、
毎
月
18
日
（
土
日
祝
日
に

か
か
る
場
合
は
前
後
し
ま
す
。）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
２
２
‐
３
２
５
４

農 賃
借
や
売
買
の
権
利
移
動

贈
与
、
相
続

現況届は忘れずに提出を！
6月 30日月までに提出してください！

農業者年金を受給されている方は、毎
年６月に現況届が必要となります。５
月末日頃に、農業年金基金から現況届
の通知が発送されていますので、署名
の上、必ず提出してください。

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
賃
借
や
売
買
の
権
利
移
動
」「
贈
与
、
相
続
」「
農
業
者
年
金
」

　
地
を
家
族
に
贈
与
す
る
場
合
、

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

●
一
括
贈
与

　
農
地
の
み
を
耕
作
目
的
で
一
括
に
贈

与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
贈
与
税
の
猶
予

を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
３
年
毎
に
贈
与
税
・
不
動

産
取
得
税
の
猶
予
の
届
出
を
税
務
署
及

び
県
振
興
局
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

農

ま
す
。
ま
た
、
贈
与
し
た
農
地
を
売
買

や
賃
貸
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
部

分
・
全
部
の
贈
与
税
が
確
定
し
ま
す
。）

●
相
続
時
精
算
方
式

　

農
地
を
含
む
資
産
を
贈
与
す
る

場
合
（
宅
地
・
家
屋
等
を
含
む
）、

２
５
０
０
万
円
内
で
あ
れ
ば
、
相
続
時

に
そ
の
贈
与
税
（
こ
の
場
合
は
相
続
税

と
し
て
）
を
精
算
す
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
前
年
に
税
務
署
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
の
で
、
資
産
証
明
書
を
取

ら
れ
一
度
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※ 

相
続
の
場
合
も
農
業
委
員
会
へ
の
届

出
が
必
要
で
す
。
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 農業者の方なら広く加入できます
　 　国民年金第１号被保険者で、年間 60 日

以上農業に従事する 60 歳未満の方であれ
ば誰でも加入できます。農地を持っていな
い農業者の方や、配偶者や家族従事者も加
入できます。

● 少子高齢化時代に強い年金です
　 　自らが納めた保険料とその運用収入を将

来受給する年金の原資として積み立てる、
積み立て方式の年金です。

● 保険料の額は自由に決められます
　 　自分が必要とする年金額の目標に向け

て、自分で保険料を決められます。（月額
２万円から６万７千円まで。）

● 終身年金で 80 歳までの保障付きです
　 　年金は生涯支給されます。仮に加入者・

受給者が 80 歳前になくなった場合でも、
死亡した翌月から 80 歳までに受け取れる
はずであった、農業者老齢年金が死亡一時
金として遺族に支給されます。

● 手厚い政策支援があります
　 　認定農業者で青色申告をしているなど、

農業の担い手となる方には、国から月額最
高１万円の保険料補助があります。国庫補
助額も自分の年金として受給できます。

※ 農業者年金の詳しい内容については、農業
委員会、ＪＡ阿蘇各支所にお問い合わせく
ださい。

農 業 者 年 金
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ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農

作
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
農
業
や
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆

さ
ん
が
行
う
電
気
柵
の
設
置
に
対
し
て

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望

す
る
方
は
、
市
役
所
農
政
課
、
各
支
所

総
務
振
興
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

要
件　

市
内
に
住
所
及
び
農
地
を
有

す
る
人

● 

補
助
対
象
と
な
る
経
費　

電
気
柵
資

材
費
（
設
置
１
基
に
係
る
経
費
）

●
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

●
補
助
金
の
上
限
額　

３
万
円

● 

そ
の
他　

同
一
年
度
内
に
お
け
る
申

請
は
１
か
所
ま
で
と
し
、
１
か
所
あ

た
り
の
設
置
数
は
１
基
と
し
ま
す
。

ま
た
、
補
助
を
受
け
た
箇
所
に
つ
い

て
は
、
翌
年
か
ら
５
年
間
は
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
電
気

牧
柵
以
外
の
資

材
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

農
作
物
被
害
防
止
の
た
め
の

電
気
柵
設
置
補
助
と
狩
猟
免
許
取
得
補
助

●
農
政
課 

畜
産
林
業
係　
☎
２
２
‐
３
２
７
４

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の

た
め
の
電
気
柵
設
置
補
助

　
林
産
物
の
保
護
と
生
産
の
安
定

を
図
る
た
め
、
新
し
く
狩
猟
免

許
を
取
得
し
て
狩
猟
活
動
を
行
う
方
に

対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助

を
希
望
す
る
方
は
、
市
役
所
農
政
課
、

各
支
所
総
務
振
興
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
要
件　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

● 

補
助
対
象
と
な
る
経
費　

新
規
に

『
わ
な
猟
免
許
』、『
第
一
種
銃
猟
免

許
』
を
取
得
す
る
の
に
要
し
た
費
用

の
う
ち
次
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料

　
（
５
２
０
０
円
）《
収
入
証
紙
購
入
費
》

▼ 

熊
本
県
猟
友
会
の
主
催
す
る
初
心
者

講
習
会
受
講
料
（
１
種
目
１
万
円
、

２
種
目
１
万
５
千
円
）

●
補
助
金　

全
額

● 

そ
の
他　
こ
の
補
助
制
度
は
新
規
に

狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
る
方
の
み
対

象
と
し
、
す
で
に
他
の
狩
猟
免
許
を

取
得
し
て
い
る
方
の
狩
猟
免
許
取
得

費
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

費
用
を
助
成
し
ま
す

イ

農

あなたの回答が、日本経済の力になる！

平成２６年経済センサス ‐基礎調査・平成２６年商業統計調査を一体的に実施します

●全国のすべての事業所及び企業が対象になります。

●�調査の結果は、国及び地方公共団体における行政施策の立案や、民間企業における経営計
画の策定など、社会経済の発展を支える基礎資料として広く利用されます。

●�６月下旬から、調査員が事業所及び企業に調査票をお届けします。調査員は必ず「調査員
証」を携行していますので、ご確認ください。

総務省・経済産業省・熊本県・阿蘇市

※調査の意義・重要性をご理解いただき、ご協力をよろしくお願いします。
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で
は
、
環
境
月
間
に
合
わ
せ

６
月
28
日
土
に
、『
Ａ
Ｓ
Ｏ
ク

リ
ー
ン
作
戦
』
と
称
し
国
道
２
１
２

号
沿
い
で
美
化
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　
市
民
全
体
に
よ
る
環
境
美
化
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
取
り
組
み
、

生
態
系
の
保
全
や
、
阿
蘇
固
有
植
物

の
保
全
を
図
る
た
め
外
来
植
物
の
駆

除
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

６
月
28
日
土
は
、

Ａ
Ｓ
Ｏ
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
日
で
す
！

●
市
民
課 

生
活
衛
生
係　
☎
２
２
‐
３
１
３
５

市

参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
地
域
に
お
き
ま
し
て
も

美
化
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
ゴ
ミ

袋
は
市
民
課
で
準
備
い
た
し
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

●とき　６月２８日土
　　　　（受付）9:00 ～（開始）9:30 ～
●作業区域　 国道 212 号（はな阿蘇美前～

南小国境）
※ 少雨決行・・・中止の場合は当日午前７時

頃、お知らせ端末により放送します。）
●集合場所　内牧支所横 多目的広場
※ゴミ袋、軍手は準備します。

昨
年
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
よ
う
す

　
年
多
く
み
ら
れ
る
サ
ル
を
は
じ

め
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
と
い
っ

た
鳥
獣
被
害
対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で
協

力
・
連
携
し
、
農
作
物
・
住
環
境
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
地
域

ぐ
る
み
活
動
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
に「
集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
対
策
」

の
第
一
人
者
で
あ
る
井
上
雅
央
氏
（
近

畿
中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
専
門

員
）
を
招
き
、
地
域
で
行
う
鳥
獣
対
策

「
地
域
ぐ
る
み
で
有
害
鳥
獣
被
害
を
守
れ
！
」

専
門
家
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
活
動
研
修
会

●
農
政
課 

畜
産
林
業
係　
☎
２
２
‐
３
２
７
４

近

に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
と
き　
６
月
16
日
月
午
後
６
時
～

●
と
こ
ろ　

 

阿
蘇
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

● 

研
修
対
象
者　

▼
各
組
織
代
表
者

（
区
長
等
）
▼
地
域
住
民
▼
猟
友
会

▼
関
係
団
体
（
Ｊ
Ａ
、
地
域
協
議
会

等
）

農地は危険な場所だとサルに学習させるために、
出没したら必ず追い払うことが重要です。

集落で協力して追い払いましょう！


